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遠
隔
地
の
平
時
、
非
常

時
の
低
気
圧
襲
来
時
等
の
状

況
を
現
地
に
お
い
て
確
認
し

て
い
る
か
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
る
と
、
情
報
通
信
機

器
を
使
っ
て
の
業
務
が
多
く

な
る
。
遠
隔
地
の
自
然
条
件

が
違
う
場
で
住
民
に
寄
り
添

い
勤
務
を
す
る
か
。

　
遠
隔
地
と
は
鈴
地
区
の
事

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

台
風
襲
来
時
、
そ
の
ま
ま
の

状
況
と
い
う
の
は
現
地
で
あ

ま
り
確
認
を
し
た
経
験
は
な

い
。
ま
た
、
本
部
長
で
あ
る

町
長
が
現
場
に
出
て
い
く
行

為
は
、
町
の
危
機
管
理
上
適

切
な
行
動
で
は
な
い
。
状
況

に
応
じ
て
現
地
の
確
認
を
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思

う
。

　
ま
た
、
常
に
住
民
に
寄
り

添
い
仕
事
を
す
る
こ
と
は
当

然
の
事
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
、
佐
賀
地
域
で
は
、
建

設
課
を
中
心
に
高
規
格
道
の

整
備
に
動
い
て
い
る
。
今
後

は
益
々
佐
賀
地
域
の
方
へ
行

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、

全
庁
的
な
機
構
の
中
で
調
整

し
、
務
め
を
全
う
し
た
い
。

　
　
住
宅
用
地
造
成
計
画
は
、

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
集
落
を

見
据
え
全
町
的
に
策
定
す
る

か
。

　
安
全
な
住
宅
地
の
形
成
に

つ
い
て
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
・
津
波
防
災
計
画
の
基
本

的
な
考
え
は
町
が
持
っ
て
い

る
。
現
段
階
で
は
、
津
波
浸

水
想
定
区
域
全
域
を
見
据
え

た
住
宅
地
造
成
計
画
を
策
定

す
る
計
画
は
な
い
。

　
　
佐
賀
漁
港
の
排
水
対
策

工
事
の
完
了
の
見
通
し
は
。

　
ま
た
、
河
川
の
土
砂
、
竹

や
ぶ
等
が
流
れ
を
阻
害
し
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
土
砂

の
取
除
き
が
、
農
家
の
作
付

け
時
期
や
漁
業
者
の
畜
養
の

時
期
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、

土
木
事
務
所
、
関
係
者
と
の

日
程
調
整
の
協
議
を
実
施
す

る
か
。

　
佐
賀
地
区
の
排
水
対
策
も

含
め
た
、
集
落
環
境
の
全
体

概
略
設
計
を
進
め
て
い
る
。

用
地
を
伴
う
事
業
と
な
り
、

関
係
者
の
同
意
も
滞
り
な
く

進
む
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

喫
緊
の
災
害
対
策
に
伴
う
事

業
で
あ
り
、
最
長
で
令
和
６

年
度
末
ま
で
に
完
了
予
定
と

し
て
い
る
。

　
利
水
や
濁
り
の
問
題
は
重

要
で
あ
る
。
農
業
、
漁
業
従

事
者
の
水
利
に
関
連
す
る
こ

と
は
、
事
前
に
県
と
町
が
相

談
し
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
学
習
の
場
に
つ
い
て

・
良
好
な
環
境
の
形
成
に
つ

い
て
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町長の姿勢

低
気
圧
襲
来
時
の
現
場
確
認
は

状
況
に
応
じ
て
現
地
を
確
認

住
宅
用
地
造
成

　
　
　
計
画
は

全
町
的
な
造
成

　
策
定
計
画
な
い

非常時対策

排
水
対
策
工
事

完
了
見
通
し
は

令
和
６
年
度
末

　
ま
で
の
予
定

防災対策
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竹
や
ぶ
の
向
こ
う
に
ニ
ラ
畑
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伊
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鈴
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港


